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１．はじめに 

道路交通研究部高度道路交通システム研究室は､

これまで産学官で連携して取り組んできた「高速道

路サグ部等交通円滑化システム」の開発に対し、国

土技術政策総合研究所、東京大学生産技術研究所大

口敬教授、スマート交通流制御研究会の三者が、第

12回産学官連携功労者表彰における国土交通大臣賞

を受賞した(写真)。本表彰は、企業・大学・公的研

究機関等の産学官連携活動で大きな成果を収め、あ

るいは先導的な取組を行う等、産学官連携活動の推

進に多大な貢献をした優れた成功事例に関し、その

個人又は団体の功績を称えることで我が国の産学官

連携活動の更なる進展に寄与することを目的に、平

成15年より行われているものである1)。 

２．受賞概要 

都市間高速道路の渋滞の約６割はサグ部とよばれ

る勾配変化区間で起きており、その対策が急務であ

る。国土技術政策総合研究所は平成22年度より「高

速道路サグ部等交通円滑化研究会」を立ち上げ、研

究会座長である東京大学大口敬教授の指導の下、ス

マート交通流制御研究会の構成メンバーである自動

車メーカー５社(トヨタ/日産/ホンダ/マツダ/富士

重工)と協働で、道路と自動車が連携した「高速道路

サグ部等交通円滑化システム」の研究開発に取り組

んできた。本システムは、高速道路サグ渋滞の根本

原因の究明を進めてきた大口敬教授をはじめとする

学の知見をベースに、情報板やカーナビによる情報

提供とともに、これまで快適性を目的として開発さ

れてきた自動車技術であるACC(車間や車速を自動で

一定に維持する機能)を渋滞対策に活用するサービ

ス2)をドライバへ提供するものである（図）。 

３．今後の展開 

今後は、産学官の一層の連携強化を図り、各サー

ビスの実用化に向け、開発目標や全国レベルでの渋

滞緩和効果について、各種走行実験やコンピュータ

シミュレーション等を通じて明らかにしていく予定

である。 

【参考】 

1) 内閣府HP：産学官連携功労者表彰 

http://www8.cao.go.jp/cstp/sangakukan/index2.html 
 

2) 国総研ITS研究室HP：ITSに関する研究「路車連携した

高速道路サグ部等における交通円滑化に関する研究」 

http://www.nilim.go.jp/lab/qcg/japanese/2reserch/1field/
36smoothingsag/index.htm 
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図 システムが提供するサービスのイメージ 
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成果の活用事例 
 

 

ITSスポットの技術仕様 

書の改定と全国の一般道 

への展開について 
道路交通研究部 高度道路交通システム研究室   
室長 牧野 浩志 主任研究官 小木曽 俊夫 研究官 渡部 大輔 交流研究員 広 正樹 

（キーワード）  ITSスポット、ETC2.0、DSRC、プローブ 

 

１．はじめに 
H23年度に国土交通省が全国の高速道路等に約

1600基設置したITSスポット（5.8GHz周波数帯の電波

通信を行う路側機）について、国土技術政策総合研

究所（以下、国総研）では、サービスの提供や改善

に必要な調査・検討を行っている。また、その成果

を取りまとめた上で、スポット通信サービス（DSRC 

(Dedicated Short Range Communication）サービ

ス）に係る仕様書（案）（以下、「仕様書（案）」

という。）の改定を行っている。 

本稿では、国土交通省が現在推進している経路情

報を活用したサービス等の実施や一般道へITSスポ

ットを約1500基設置するにあたり、サービスの円滑

な実施や一般道の条件にも対応した設備の整備を行

うことを目的として、仕様書（案）を改定したため、

その報告を行う。 

 
２．経路情報を活用したサービスの概要 
経路情報を活用したサービスとは、大都市部では

環状道路の整備に伴って、経路選択の幅が飛躍的に

増加しており、経路情報を収集・蓄積可能な 

「ETC2.0」とITSスポットにより、渋滞、事故等の状

況に応じて賢く経路選択を行うドライバーに対する

優遇措置が可能 となるため、将来、道路ネットワー

ク全体の有効活用につながるという構想である。 

３．仕様書（案）の改定の概要 

 ETC2.0のサービス等を行う際に、車両の走行経路

を適切に把握することが必要なため、ITSスポットの

通信について高い確実性が求められる。よって、不

具合・故障のある路側機については、早期に発見し

て、修理等の対応を行う必要がある。 

このような状況を受けて、H26年度に新規に整備す

るITSスポット（全国の一般道の主要部に合計1500

基程度）については、これまでのプローブデータ（走

行履歴、挙動履歴等のデータ）の収集に加えて、

ASL-IDプローブデータ（ITSスポット対応車載器の個

体番号のデータ）を収集することを仕様書に盛り込

んだ。 

ASL-IDプローブデータは、通信開始の初期に収集

するデータであり、データ量が小さいという特徴が

あるため、車載器搭載車両がITSスポットの通信エリ

アを数十キロのスピードで通過する際においても、

比較的安定してデータを収集することができる。そ

のため、このデータの受信数を分母、プローブデー

タの受信数を分子として、プローブデータの受信率

を算出することにより、不具合・故障の疑いのある

路側機の検出できるようにした。 

また、一般道にITSスポットを設置するにあたり、

片側１車線道路の上下車線を１基のITSスポットで、

通信できるような通信エリアの定義を盛り込んだこ

とにより、一般道におけるITSスポット設置のバリエ

ーションが増え、少ないITSスポットで広いエリアと

通信できることからコスト削減に寄与することが期

待される。 

 
４．おわりに 
今回改定した仕様書（案）に基づき、H26年度中に

一般道に1500基のITSスポットが新規に設置される

予定であり、高速道路等に設置した1600基について

も、順次、仕様書（案）の改定内容の機能を実装し

ていく予定である。今後は、現場の運用により得ら

れた知見を基にして、ETC2.0の展開のさらなる改良

に向けて、検討を進めていく予定である。 
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図 経路情報を活用したサービスイメージ 
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